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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
3
4
0
0
部

東
京
土
建
青
年
部
は
1
9
5
8
年
3
月
に
結
成
さ
れ
、
今
年
、
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
「
東
京
土
建
青
年
部
60
周
年
記
念
式
典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
11
月
25
日
、
新
宿
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
2
1
9
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

双葉町の帰還困難区域を視察

12
月
2
〜
3
日
、
「
い
の
ち
と

安
全
を
ま
も
る
地
域
建
設
産
業
の

発
展
に
向
け
て
―
持
続
可
能
な
経

済
社
会
を
め
ざ
し
て
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
―
」
を
テ
ー
マ
に

第
25
回
全
国
建
設

研
究
交
流
集
会
が

福
島
県
い
わ
き
市

・
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。参
加
は
26
団
体
3
2
1
人（
東

京
土
建
は
87
人
）
で
し
た
。

記
念
講
演
で
は
佐
藤
彌
右
衛
門

さ
ん
（
原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
連
盟
副
会
長
）
が
原
発

事
故
後
、
地
域
で
電
力
会
社
を
立

ち
上
げ
た
経
験
を
紹
介
。
佐
藤
さ

ん
は
原
発
か
ら
脱
却
し
、
地
域
で

使
う
電
力
は
地
域
で
作
ろ
う
と
、

会
津
地
域
の
豊
か
な
資
源
を
見
直

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
会
津
電
力
株
式
会
社
を
設
立
し

た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
報
告
と
し
て
日
本
型
枠
工

事
業
協
会
常
任
理
事
の
後
町
廣
幸

さ
ん
が
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
に
関
連
し
て
、
専
門
工

事
業
の
施
工
能
力
の
見
え
る
化
が

進
み
、
自
社
の
技
能
工
が
「
一
級

技
能
士
」
「
登
録
基
幹
技
能
者
」

を
取
得
す
る
こ
と
が
待
っ
た
な
し

の
課
題
と
な
っ
た
と
話
し
ま
し

た
。原

発
問
題
住
民
運
動
全
国
連
絡

セ
ン
タ
ー
筆
頭
代
表
委
員
の
伊
東

達
也
さ
ん
の
現
地
報
告
で
は
、
子

ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
の
問
題
や
10

数
万
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
奪
わ

れ
た
問
題
に
触
れ
、
原
発
賠
償
裁

判
の
判
決
か
ら
、
被
害
に
対
す
る

支
援
な
ど
の
立
法
化
を
め
ざ
す
原

告
団
の
運
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

1
日
目
の
最
後
に
「
安
倍
改
憲

反
対
の
国
民
的
運
動

に
結
集
し
て
、
憲
法

9
条
を
守
る
決
議
」

を
全
体
の
拍
手
で
採

択
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
4
つ

の
分
科
会
（
復
興
と
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
賃
金
、
イ
ン
フ
ラ
・
公
共

施
設
、
リ
フ
ォ
ー
ム
）、
講
座（
憲

法
）
、
現
地
視
察
を
実
施
。
現
地

視
察
で
は
帰
還
困
難
区
域
指
定
の

双
葉
町
内
に
立
ち
入
り
ま
し
た
。

歴代青年部長からあたたかいエール

式
典
の
冒
頭
、
五
本
木
青
年
部

長
は
あ
い
さ
つ
で
、
「
私
た
ち
の

仲
間
は
過
酷
な
環
境
の
中
、
低
賃

金
、
長
時
間
労
働
に
苦
し
ん
で
い

ま
す
。
私
た
ち
の
産
業
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
同
世
代
の
仲
間
は
正

規
雇
用
か
ら
非
正
規
雇
用
へ
の
置

き
換
え
な
ど
、
不
安
定
な
働
き
方

が
広
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
日

本
の
未
来
を
担
う
大
事
な
若
者
を

大
切
に
し
な
い
政
治
は
大
い
に
疑

問
。
部
員
た
ち
の
心
と
力
を
結
集

し
、
こ
の
課
題
を
一
歩
で
も
前
進

さ
せ
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
た
い
」

「
次
の
70
年
、
80
年
に
向
か
っ
て
、

今
日
の
式
典
が
さ
ら
な
る
青
年
部

の
発
展
の
機
会
と
な
る
よ
う
仲
間

と
と
も
に
奮
闘
し
て
い
く
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

本
部
代
表
と
し
て
松
丸
委
員
長

は
、
「
若
い
世
代
の
結
集
が
難
し

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
産
業

を
担
う
次
の
世
代
の
入
職
を
進
め

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
魅
力
あ
る
、
希
望
の
も

て
る
建
設
産
業
を
作
る
こ
と
が
組

合
の
運
動
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
青
年
部
を
担
う
皆
さ
ん
が
産

業
全
体
で
も
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
東
京
土
建
の

次
の
世
代
の
担
い
手
と
し
て
大
き

く
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

青
年
部
が
運
動

引
っ
ぱ
っ
た

来
賓
は
全
建
総
連
全
国
青
協
総

務
、
都
連
青
協
、
埼
玉
土
建
・
千

葉
土
建
・
神
奈
川
土
建
の
青
年
部
、

全
労
連
青
年
部
、
東
京
地
評
青
年

協
、
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
青
年
の
舞

台
実
行
委
員
会
、
歴
代
青
年
部
長

・
青
年
部
書
記
長
が
参
加
し
、
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

1
9
6
7
年
に
第
4
代
青
年
部

長
で
あ
っ
た
齋
藤
正
義
さ
ん
は
当

時
を
振
り
返
り
、
青
年
部
を
先
頭

に
し
た
、
増
勢
に
向
け
て
の
群
で

の
幻
灯
上
映
、
職
人
の
手
間
を
上

げ
る
た
め
の
賃
金
ス
テ
ッ
カ
ー
の

張
り
出
し
、
日
雇
健
保
廃
止
に
抗

議
す
る
全
国
集
会
へ
求
心
デ
モ
で

の
参
加
、
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て

語
り
、
職
人
が
建
設
産
業
に
入
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

式
典
は
「
青
年
部
60
周
年
の
あ

ゆ
み
」
の
動
画
上
映
に
続
い
て
乾

杯
を
行
な
い
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ

と
移
り
ま
し
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
歴
代
青
年
部
長
か
ら
激
励
を

受
け
、
一
等
旅
行
券
5
万
円
分
な

ど
が
当
た
る
抽
選
会
で
最
高
潮
に

達
し
ま
し
た
。

抽選会で会場は最高潮に

■
人
手
不
足
は

本
当
に
深
刻
な
よ

う
だ
。
最
近
の
ニ

ュ
ー
ス
で
見
聞
き

し
た
が
、
自
衛
隊

も
高
齢
化
し
て
お
り
、
防
衛
省

は
自
衛
官
の
採
用
年
齢
の
上
限

を
26
歳
か
ら
32
歳
に
引
き
上
げ

た
と
い
う
。
タ
ク
シ
ー
業
界
で

は
運
転
手
の
慢
性
的
不
足
で
高

齢
化
し
て
お
り
、
外
国
人
を
採

用
す
る
会
社
も
出
て
き
た
。

■
都
営
バ
ス
で
は
4
月
の
ダ

イ
ヤ
改
正
で
、
36
路
線
で
減
便

し
た
と
い
う
の
で
東
京
都
交
通

局
に
確
認
し
て
み
た
。
交
通
局

の
担
当
者
は
道
路
の
混
雑
な
ど

交
通
事
情
の
変
化
で
定
時
運
行

が
で
き
な
く
な
り
、
減
便
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

運
転
手
が
減
っ
て
い
る
の
も
原

因
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

は
ど
の
バ
ス
会
社
も
一
緒
で
、

若
者
が
大
型
2
種
免
許
を
取
得

し
な
く
な
っ
て
い
る
し
、
い
っ

た
ん
就
労
し
て
も
や
め
て
い
く

運
転
手
が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。

バ
ス
の
運
転
手
も
建
設
業
と
同

じ
で
若
者
が
定
着
し
な
い
状
況

の
よ
う
だ
。

■
建
設
関
係
で
は
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
・
補
修
が
追
い
付

い
て
い
な
い
現
状
も
あ
る
。
と

く
に
地
方
は
人
口
減
少
も
あ
っ

て
予
算
も
人
員
も
不
足
し
て
い

る
。
臨
時
国
会
で
入
管
法
改
正

案
が
成
立
し
た
が
、
解
決
に
向

か
う
の
だ
ろ
う
か
。
賃
金
が
低

い
地
方
で
の
就
労
は
外
国
人
労

働
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
。
地
方
も
都

市
部
も
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
外
国
人
労
働
者
が
必

要
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
の

だ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
の
条
件

整
備
は
間
に
合
う
の
か
。

未
来
を
担
う
の
は
私
た
ち

部
員
の
心
と
力
を
結
集
し
前
進

持
続
可
能
な
経
済
社
会
へ

東
京
都
中
小
企
業

従
業
員
向
け
融
資

建
設
研
究
交
流
集
会
に
３
０
０
人

連
帯
保
証
人
は
原
則
不
要
、
保

証
料
は
全
額
東
京
都
が
負
担
し
ま

す
。
個
人
融
資
「
さ
わ
や
か
」
と

子
育
て
介
護
支
援
融
資
「
す
く
す

く
・
さ
さ
え
」
で
す
。
中
央
労
金

が
利
用
窓
口
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


